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誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の

な
い
村
上
市
を
目
指
し
て

　

平
成
18
年
に
自
殺
対
策
基
本
法
が
制
定

さ
れ
て
以
降
、そ
れ
ま
で
「
個
人
の
問
題
」

と
さ
れ
て
き
た
自
殺
が
「
社
会
の
問
題
」

と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

国
や
都
道
府
県
、
市
町
村
が
自
殺
対
策
を

総
合
的
に
推
進
し
た
結
果
、
自
殺
者
数
の

年
次
推
移
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、村
上
市
の
自
殺
死
亡
率
は
国
・

県
よ
り
高
く
、
県
内
で
も
自
殺
者
数
が
多

い
地
域
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
平
成
27
年

３
月
に
「
村
上
市
自
殺
予
防
行
動
計
画
」

を
策
定
し
、
精
神
保
健
を
中
心
と
し
た
予

防
や
啓
発
活
動
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
改
正
し
た
「
村
上
市
自
殺
対

策
行
動
計
画
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
自
殺

予
防
か
ら
自
殺
対
策
へ
と
一
歩
進
め
「
誰

も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
村

上
市
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

村
上
市
の
自
殺
の
実
態

　

村
上
市
の
自
殺
の
実
態
を
分
析
し
た
結

果
、
次
の
６
つ
の
傾
向
が
分
か
り
ま
し
た
。

１�　

平
成
22
年
や
平
成
24
年
と
比
較
し
て
、

平
成
27
年
以
降
は
自
殺
者
数
・
自
殺
死

亡
率
と
も
に
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

自
殺
者
数
は
依
然
と
し
て
交
通
事
故
死

者
数
の
数
倍
に
上
り
ま
す
。（
図
１
）

２�　

自
殺
は
、
幅
広
い
年
齢
層
で
死
因
の

上
位
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
20
歳
代
、

30
歳
代
で
は
死
因
の
一
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
Ｈ
20
〜
27
年
村
上
保
健
所
管

内
年
齢
階
級
別
の
死
因
の
順
位
よ
り
）

３�　

男
性
は
20
歳
未
満
を
除
き
、
い
ず
れ

の
年
代
で
も
自
殺
死
亡
率
が
全
国
平
均

値
よ
り
も
高
く
、
特
に
20
歳
代
、
40
歳

代
、
50
歳
代
の
自
殺
死
亡
率
は
、
全
国

平
均
値
の
倍
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
女
性
は
、
40
歳
代
と
70
歳
代
の

自
殺
死
亡
率
が
全
国
平
均
値
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。

４�　

同
居
の
有
無
別
で
は
、
男
女
と
も
ほ

と
ん
ど
の
年
代
で
「
同
居
あ
り
」
の
自

殺
者
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

自
殺
死
亡
率
で
見
る
と
、
男
性
は
「
同
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図1：自殺者数（村上市）と自殺死亡率（村上市・全国）の推移（平成21～28年）
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居
人
な
し
」
の
自
殺
死
亡
率
が
「
同
居

人
あ
り
」
と
比
べ
て
高
く
な
っ
て
い
る

の
に
対
し
、
女
性
は
70
歳
以
上
を
除
き

「
同
居
人
な
し
」
の
自
殺
死
亡
率
が
０

で
あ
る
な
ど
、
性
別
の
違
い
に
よ
り
異

な
る
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。

５�　

職
業
の
有
無
別
に
自
殺
死
亡
率
を
見

る
と
、「
無
職
者
」
は
性
別
や
年
代
、

同
居
人
の
有
無
な
ど
の
違
い
に
よ
っ
て

値
に
顕
著
な
差
が
見
ら
れ
ま
す
。
男
性

の
無
職
者
で
は
、
特
に
40
〜
59
歳
中
年

層
の
「
同
居
人
な
し
」
が
「
同
居
人
あ

り
」
の
自
殺
死
亡
率
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
ま
す
。

６�　

市
内
で
も
地
域
に
よ
っ
て
、
自
殺
死

亡
率
や
自
殺
者
が
多
い
年
代
・
性
別
に

つ
い
て
の
特
徴
は
異
な
り
ま
す
。

村
上
市
の
自
殺
対
策

　

自
殺
の
背
景
に
は
、
精
神
保
健
上
の
問

題
だ
け
で
な
く
、
過
労
・
生
活
困
窮
、
育

児
や
介
護
疲
れ
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

的
要
因
が
あ
り
ま
す
。
個
人
に
お
い
て
も

地
域
に
お
い
て
も
、「
生
き
る
こ
と
の
促

進
要
因
（
※
１
）」
よ
り
、「
生
き
る
こ
と

の
阻
害
要
因
（
※
２
）」
が
上
回
っ
た
と

き
に
、
自
殺
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
域
に
お
け
る
「
生
き
る
支

援
」
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
取
り
組
み
を
総

動
員
し
て
、「
生
き
る
こ
と
の
包
括
的
な

支
援
」
と
し
て
自
殺
対
策
を
推
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
１　

�

自
己
肯
定
感
、
信
頼
で
き
る
人
間
関
係
、

危
機
回
避
能
力
な
ど

※
２　

�

失
業
、
多
重
債
務
、
生
活
困
窮
な
ど

　

村
上
市
の
自
殺
対
策
は
、「
基
本
施
策
」

「
重
点
施
策
」「
生
き
る
支
援
」
の
３
つ
の

施
策
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
「
基
本
施
策
」

　
「
自
殺
予
防
支
援
を
支
え
る
人
材
の
育

成
」
や
「
市
民
へ
の
啓
発
と
周
知
」
な
ど

を
通
し
て
、「
実
践
」
と
「
啓
発
」
の
両

方
を
網
羅
し
、
地
域
の
自
殺
対
策
の
基
盤

と
な
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

２
「
重
点
施
策
」

　

村
上
市
に
お
け
る
自
殺
の
ハ
イ
リ
ス
ク

群
で
あ
る
高
齢
者
と
、
自
殺
の
リ
ス
ク
要

因
で
あ
る
生
活
問
題
や
勤
務
問
題
に
焦
点

を
絞
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

自殺対策を通じて達成すべき当面の目標値

現在値
平成28（2016）年

目標値
2022年

自殺死亡率 29.9 20.0

年間自殺者数 19人 11人

　村上市の自殺
者数は、県内で
も高い位置にあ
ります。自殺を
考えている人
は、複数の悩み
を抱えて一人で
考え込んでしま
う傾向がありま
すが、助けと励
ましを求めてい
る場合も少なく
ありません。
　これらの人

に、周りの人たちが寄り添い一つでも多
くの悩みを解決することが、自殺対策の
第一歩と考えています。
　このたびの「村上市自殺対策行動計画」
により、さらに自殺対策を推進し、自ら
命を絶つという悲しい出来事が少なくな
ることを願っています。

計画を策定した自殺対策検討委員から
一人でも多くの人を救いたい

３
「
生
き
る
支
援
」

　

全
庁
的
な
取
り
組
み
と
し
て
推
進
す
る

た
め
庁
内
推
進
会
議
を
設
置
し
、
管
理
職

を
含
め
職
員
の
意
識
共
有
を
図
り
な
が
ら
、

既
存
事
業
と
自
殺
対
策
を
連
動
さ
せ
た
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
村
上
市
民
の
命
の
大
切
さ
と

心
の
絆
を
深
め
る
自
殺
対
策
検
討
委
員

会
」
の
委
員
が
所
属
す
る
関
係
機
関
や
地

域
の
民
間
団
体
の
取
り
組
み
も
計
画
に
反

映
す
る
な
ど
、
自
殺
対
策
を
「
生
き
る
こ

と
の
包
括
的
な
支
援
」
と
し
て
、
村
上
市

全
体
で
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▲民生委員を対象とした研修会

９月は自殺対策推進月間です

計
画
の
当
面
の
目
標
値

　

２
０
２
２
年
ま
で
に
、
自
殺
死
亡
率

20
・
０
以
下
（
年
間
自
殺
死
亡
者
数
11
人
）

に
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

検討委員

齋藤　研
け ん

　さん
⎛新潟いのちの電話⎞
⎝後援会下越支部理事⎠
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　私は子育て支援に
ついて興味があり、
これまで、いろいろ
な研修に参加してき
ました。そんな中、
心の健康の必要性を
感じ、このゲート
キーパー養成研修会
に参加しました。村
上市の自殺の現状を
知ったり、心の健康

や傾聴などについて学んだりすることがで
きました。
　心の病気はどこか遠くで起きている他人
ごとではなく、自分や自分の家族など近く
でも起き得ることや、小さい変化から気づ
くことができることなどを理解することが
できました。これから、この研修会で学ん
だことを仕事や生活で生かして行こうと思
います。
　ぜひ、多くの皆さんにこのゲートキーパー
養成研修を受けてほしいと思います。

ゲートキーパー養成研修会の参加者から
心の病気は身近な問題です

八藤後  瑞
みず

枝
え

  さん
（NPO法人希

き

楽
ら

々
ら

）

「
気
づ
き
の
力
」
が 

 

大
切
な
誰
か
の
支
え
に

　

自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
と
い
う
危
機
は
、

決
し
て
他
人
ご
と
で
は
な
く
、「
私
た
ち

誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
危
機
」
で
す
。
皆

さ
ん
自
身
、
そ
し
て
大
切
な
家
族
や
友
人

が
そ
の
よ
う
な
危
機
に
陥
っ
た
時
、
大
切

な
誰
か
の
命
を
守
る
た
め
の
一
歩
は
、
皆

さ
ん
一
人
一
人
の
「
気
づ
き
の
力
」
で
す
。

　
「
気
づ
き
の
力
」
を
生
か
す
た
め
の
取

り
組
み
の
ひ
と
つ
に
、「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

養
成
研
修
会
」
が
あ
り
ま
す
。「
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
」
と
は
、
悩
ん
で
い
る
人
に
気

づ
き
、
声
を
か
け
、
話
を
聞
い
て
、
必
要

な
支
援
に
つ
な
げ
見
守
る
人
の
こ
と
で
す
。

一
見
特
別
な
存
在
の
よ
う
に
感
じ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
は「
何

か
い
つ
も
と
様
子
が
違
う
な
・
・
・
」
と

い
う
気
づ
き
の
延
長
に
あ
り
ま
す
。
研
修

会
で
は
、
こ
の
気
づ
き
を
入
り
口
に
、
ど

の
よ
う
に
声
を
か
け
て
対
応
し
て
い
け
ば

よ
い
か
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
形
式
で
実

践
的
に
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平

成
22
年
度
か
ら
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、

地
域
の
中
に
よ
り
多
く
の
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
を
増
や
す
た
め
、
昨
年
度
か
ら
市
民

の
皆
さ
ん
に
も
対
象
を
広
げ
周
知
を
行
い

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
悩
ん
で
い
る
人
に

寄
り
添
い
、
場
所
と
時
間
を
共
有
す
る
だ

け
で
も
支
え
に
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」

「
相
手
が
話
し
た
い
内
容
を
整
理
す
る
た

め
に
、沈
黙
も
必
要
な
間
だ
と
分
か
っ
た
」

な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
参
加
者
の
方
に
は
、
い
つ
も
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
の
意
識
を
加
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

誰
も
が
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
な
れ
る
と
感

じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
市
職
員
や
市
内
小

中
学
校
の
教
職
員
に
対
し
て
、
自
殺
対
策

の
研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
役
所
は

幅
広
い
年
代
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
る

場
で
、
小
中
学
校
は
子
ど
も
た
ち
が
１
日

の
多
く
の
時
間
を
過
ご
す
場
で
す
。
市
職

員
や
市
内
小
中
学
校
の
教
職
員
が
、
自
殺

の
現
状
や
対
策
に
つ
い
て
の
認
識
を
共
有

し
、
問
題
意
識
を
高
め
る
こ
と
で
、
日
々

の
業
務
の
中
で
の「
気
づ
き
」に
つ
な
が
っ

て
い
け
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲街頭キャンペーン

▲ゲートキーパー養成研修会▲児童・生徒のSOSの出し方を学ぶ教職員たち

９月は自殺対策推進月間です
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　私たちは生まれてか
ら楽しいこと、悲しい
ことなどさまざまな出
来事に遭遇します。楽
しい時、心は元気です。
でも、悲しい時、心は
なえています。そんな
時、あなたはどのよう
に過ごしていますか。
　泣くことは大切なこ
とといわれています。
人に話すこと、相談す

ること、助けを求めることも大切なことです。「も
う死ぬしかない」と思い詰めた人・・。その選
択肢以外はありませんか。もう一度助けを求め
てみませんか。あなたはかけがえのない人です。
あなたの周囲には支えてくれる家族や友人がい
るはずです。
　相談できる人がいないと思ったら、市の相談
にお越しください。あなたは一人ではないので
す。あなたの笑顔が取り戻せるように、寄りそっ
ていけたらと思います。

村上市保健医療課から
「いつもとちがう」と感じたら

中村　和
わ

子
こ

　課長補佐

市
民
の
皆
さ
ん
が
で
き
る
こ
と

　

※�
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
あ
な
た
に
も

出
来
る
自
殺
予
防
の
た
め
の
行
動
」よ
り

１
．
気
づ
き

　
　

�「
家
族
や
仲
間
の
変
化
に
気
づ
い
て
、

声
を
か
け
る
」

・
発
言
や
行
動
の
変
化
、
体
調
の
変
化

な
ど
、
家
族
や
仲
間
の
変
化
に
敏
感

に
な
り
、
心
の
悩
み
や
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
抱
え
て
い
る
人
が
発
す
る
周

り
へ
の
サ
イ
ン
に
な
る
べ
く
早
く
気

づ
き
ま
し
ょ
う
。

・
変
化
に
気
づ
い
た
ら
、「
眠
れ
て
い

ま
す
か
？
」
な
ど
、
自
分
に
で
き
る

声
か
け
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

２
．
傾
聴

　
　

�「
本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、

耳
を
傾
け
る
」

・
悩
み
を
話
し
て
く
れ
た
ら
、
時
間
を

か
け
て
、
で
き
る
限
り
傾
聴
し
ま

し
ょ
う
。

・
話
題
を
そ
ら
し
た
り
、
訴
え
や
気
持

ち
を
否
定
し
た
り
、
表
面
的
な
励
ま

し
を
し
た
り
す
る
こ
と
は
逆
効
果
で

す
。
本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
共

感
し
た
上
で
、
相
手
を
大
切
に
思
う

自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

３
．
つ
な
ぎ

　
　

�「
早
め
に
専
門
家
に相談

す
る
よ
う
促
す
」

・
心
の
病
気
や
社
会
・
経
済
的
な
問
題

な
ど
を
抱
え
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

公
的
相
談
機
関
、
医
療
機
関
な
ど
の

専
門
家
へ
の
相
談
に
つ
な
げ
ま
し
ょ

う
。

・
相
談
を
受
け
た
側
も
、
一
人
で
は
抱

え
込
ま
ず
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮

し
た
上
で
、
本
人
の
置
か
れ
て
い
る

状
況
や
気
持
ち
を
理
解
し
て
く
れ
る

家
族
、
友
人
、
上
司
と
い
っ
た
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
の
協
力
を
求
め
、
連
携
を

と
り
ま
し
ょ
う
。

４
．
見
守
り

　
　

�「
温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、

じ
っ
く
り
と
見
守
る
」

・
身
体
や
心
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
自

然
な
雰
囲
気
で
声
を
か
け
て
、
あ
せ

ら
ず
に
優
し
く
寄
り
添
い
な
が
ら
見

守
り
ま
し
ょ
う
。

※�

「
村
上
市
自
殺
対
策
行
動
計
画
」
は
、
保

健
医
療
課
健
康
支
援
室
ま
た
は
各
支
所
地

域
振
興
課
地
域
福
祉
室
で
閲
覧
で
き
ま

す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
健
康
支
援
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１

　
（
内
線
２
４
４
１
〜
２
４
４
３
）

《心の悩み・心の不調相談窓口》
窓　口 電話番号 時　間

下越地域いのちとこころの支援センター 0254−28−8880
午前８時30分

〜午後５時15分
（土日・祝日・年末年始を除く）

新潟県こころの相談ダイヤル 0570−783−025 毎日24時間
新潟いのちの電話（村上） 0254−53−4343 毎日24時間
よりそいホットライン 0120−279−338 毎日24時間

村上保健所 0254−53−8369 午前９時〜午後５時
（土日・祝日・年末年始を除く）

※�10月、11月にくらしとこころの総合相談会を行います（詳しくは、市報むらかみお知らせ版９月15日
号でお知らせします）

９月は自殺対策推進月間です
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